
地域づくりは

みんなが主役〃
　4月29目はみどりの日。小荒戸地区では毎年

この日に道ぶしん。辛かった冬のこと、今年の
　　　　　　　しんちょく
天候や農作業の進捗など、労力奉仕とともに大

切な情報交換の場でもあります。地域の防災、

地域みんなの協力が大切と思いませんか？

主
な
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容

新町議会議員決まる…………②～0

この春！この人！
　　　　　　　　　　　……⑥～⑨
　　フレッシュさん紹介

冬の陣写真コンテスト…………⑩

東京発・文芸…………………⑫～⑬

お知らせ…・…………・…・……⑭～⑲



豊
か
な
郷
土
の
建
設
を
願
い
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
12
年
ぶ
り
に
町
議
会
議
員
選
挙

　　畿

澱

　
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
年
）

以
来
、
四
年
毎
に
開
催
さ
れ
て
き
た

第
十
三
回
統
一
地
方
選
挙
。
前
半
戦

は
、
県
議
会
議
員
選
挙
を
四
月
九
日

に
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
職
の

村
松
二
郎
氏
の
ほ
か
立
候
補
の
届
け

出
が
な
く
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

　
後
半
戦
の
町
議
会
議
員
選
挙
の
投

票
は
、
四
月
十
八
日
告
示
、
同
二
十

三
日
に
町
内
二
十
四
か
所
の
投
票
所

で
昭
和
五
十
八
年
以
来
、
実
に
十
二

年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
選
挙
当
日
は
あ
い
に
く
の
荒
天
で

投
票
率
は
九
四
・
一
三
％
（
前
回
五

十
八
年
は
九
七
・
四
三
％
）
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。

　
開
票
は
即
日
午
後
七
時
か
ら
役
場

第
一
会
議
室
に
お
い
て
行
わ
れ
、
開

局
し
た
ば
か
り
の
農
村
情
報
無
線
に

よ
り
、
各
家
庭
の
茶
の
間
ま
で
開
票

投票に関しての調べ

男 女 計

有権者数 1，869 2，034 3，903

投票者数 1，754 1，920 3，674

投票率％ 93．85 94．40 94．13

結
果
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
か
ら
町
関
係
の
選
挙

に
限
り
『
公
営
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示

場
』
を
町
内
七
十
七
か
所
に
設
置
し

「
お
金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
」
に
努

め
て
い
ま
す
。
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藍奮蟹

松代町議会議員選挙

得票結果

405票選当

303票

245票

237票

ノノ

〃
　
　
　
　
〃

232票

228票

225票

215．654票

213票

188票
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〃

司
　
明
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雄
　
男
　
一

／1・堺　1青

柳

ノノ子L

ノノ

ノノ

ノノ

〃

177票

176票

175．345票

162票

143票

〃
　
　
　
　
〃

ノノ

ノノ

美
一
二
造
男
慶
力
雄

哲
公
耕
丈
勝
長
英
彰
君
一

小山

小野嶋

藤
　
本
　
岸
　
橋
　
堺
　
野

佐
　
山
　
山
　
高

ノ」・

柳

井
　
澤

橋

石
本
若
宮
高

ノノ郎

142票点次夫

幸
　
義
　
哲

柳

山
　
堺

村

ノ1・



　ヲや糞一
『
、
紹

　　介
数字は年齢）（敬称略

舞

51司
類
清
任
　
常
長

　
会
議

堺
社
副

トノ　　明63
文教常任委員
口
務
杣
総

　　　瀞評鵯馳』

小山　　茂66
総務・文教常任委員長

佐藤　公男59
産業・建設常任委員

48

員
一
楼

耕
講
　
建
本
築
山
産

67し
員
子
委
丈
任
　
常
　
会
岸
社
山

紗

小堺　長一62
産業・建設常任委員

65

員
二
楼
英
鞘
　
文
野
獅
長

石
総
議

本柳彰造61
社会常任委員

撃
、
ー

62

員鑑癬
澤
藁
宮
産

0
長
6
員
　
委
力
任
　
常
　
設
橋
健
高
麟

　幸雄54
文教常任委員
o
務
初
総

◎
◎

小野嶋哲雄46
　社会常任委員長

高橋　勝美39
総務・文教常任委員

若井君男43
社会常任委員

村山　義郎62
総務・文教常任委員
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平成7年度

むし歯のない

よい歯の子

春の歯科健診

松
代

　室寺　苧会太
〃　　〃　　　〃〃〃〃〃
　野田　島沢平

松
沢
　
佳
奈

中
村
　
　
瞳

関
谷
あ
や
め

若
井
　
　
凌

斉
藤
　
菜
恵

村
山
　
雄
也

山
岸
　
興
平

小
野
島
　
愛

石
田
　
え
り

柳
　
　
貴
生

田
辺
　
飛
鳥

小
堺
錬
太
郎

斉
木
　
拓
磨

成真政政浩正正達政孝嘉善明

一吾彦郎史志孝也志広聖信男

松
　
代

〃

太
　
平

犬
　
伏

ノノ　　〃

仙
　
納

名
　
平

笛
木
亮
佑

関
谷
　
友
貴

相
沢
竜
斗

小
嶋
美
咲

柳
　
沙
綾
果

松
山
　
　
舞

室
岡
未
来
雄

菅
井
　
卓
穂

太武一雅栄政
　　務悟一雄郎彦　一　昭

松
代

〃

中
　
子

奈
良
立

室
　
野

小柳斉横関
堺　木尾谷

裕将幸将介吾優子太

真雅　伴則
　　稔
吾樹　隆雄

松犬菅　松
　　　ノノ
代伏刈　代

柳山柳鈴関
　本　木谷

犬蓬桐田太松

男　和雄健
毅栞実基太

一浩二千信
　一　架一
広郎郎子郎

伏平山沢平代

小寺市山関
堺崎川岸谷

孝由銀一和
和美次麦樹

小
嶋
華
奈
子

　和松康正公
務　太
　男郎男孝明

上越地区

スポーツフェステイバル

　　　　開催のお知らせ

【期日①】　6月11日（日）

　ターゲット・バードゴルフ

　　　浦川原中学校グランド

　婦人バレーボール

　　　リージョンプラザ上越
【期日②】　6月18日（日）

　グラウンドゴルフ

　　　新井市　総合公園

　ソフトバレーボール

　　　大島村　ふれあい館

　男女混合綱引き

　　　糸魚川市　総合体育館

　ペタンク

　　　板倉町　町民運動広場
【参加資格】・上越地域に居住

する者・参加種目は一人一種目

【参加料】一人300円

【県大会への推薦】優秀な成績

を修めた個人、チームを推薦

　※県大会　8月5～6日
　　　　　三条市近隣を予定
【参加申し込み】

5月22日（月）締め切り、必着松代

町総合体育館内　上越地区スポ

ーツフェスティバル事務局

【その他】参加者は原則として

「スポーツ傷害保険」に加入
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原

楽しみいろいろ

　　　浦川
（東頸城浦川原）

　
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
十
市
町
村
が
、

持
ち
回
り
で
始
め
た
初
の
広
域
広

報
。
内
容
は
観
光
案
内
が
主
で
し

た
。
　
一
巡
す
る
た
め
、
と
り
あ
え

ず
今
回
が
最
後
に
な
り
ま
す
。
最

終
回
は
東
頸
・
浦
川
原
村
で
す
。

　
浦
川
原
村
に
は
、
沢
田
駅
と
顕

聖
寺
駅
（
い
ず
れ
も
仮
称
）
の
二

つ
の
駅
が
で
き
ま
す
。

　
沢
田
駅
は
安
塚
町
と
の
境
界
に

近
く
、
駅
前
か
ら
は
虫
川
の
大
杉

が
眺
望
で
き
ま
す
。
こ
の
大
杉
、

樹
齢
一
千
二
百
年
と
い
わ
れ
、
国

指
定
の
天
然
記
念
物
で
す
。

　
ま
た
、
駅
か
ら
三
キ
ロ
の
所
に

は
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
な
ど
を
持
つ
、

村
営
霧
ケ
岳
温
泉
「
ゆ
あ
み
」
が

あ
り
ま
す
。
お
湯
に
浸
か
る
の
も

よ
し
、
子
ど
も
を
遊
ば
せ
た
り
、
痴

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
片
手
に
ビ
ー
ル
を
騨

飲
ん
だ
り
す
る
の
も
よ
し
、
と
い
　
｛

っ
た
施
設
で
す
。
さ
ら
に
、
名
物
｝

の
う
ら
が
わ
ら
ン
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
一

ア
イ
ス
も
味
わ
え
ま
す
。
　
　
　
　
～

　
一
方
、
頸
城
村
寄
り
の
顕
聖
寺
｝

駅
か
ら
は
、
　
一
キ
ロ
ほ
ど
で
保
倉
｛

川
の
桜
づ
つ
み
に
行
く
こ
と
が
で
㌔

き
、
春
に
は
桜
が
楽
し
め
ま
す
。
　
一

　
そ
の
先
一
キ
ロ
ほ
ど
の
林
内
に
㌦

は
、
木
工
芸
品
の
工
房
「
杢
の
里
」
｝

が
あ
り
、
体
験
工
房
で
は
木
工
芸
｛

品
作
り
に
挑
戦
で
き
ま
す
。
　
　
　
㌦

　
そ
し
て
、
同
駅
か
ら
四
キ
ロ
離
｝

れ
た
高
台
に
は
、
上
越
市
が
一
望
｛

で
き
る
山
本
ぶ
ど
う
園
が
あ
り
、
　
｝

秋
に
は
、
ぶ
ど
う
を
求
め
る
人
で
一

賑
わ
い
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
～

　
楽
し
み
方
い
ろ
い
ろ
の
浦
川
原
｝

へ
、
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
　
｛
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献血功労者表彰
等さん原笠勉さん齊木

　
こ
の
ほ
ど
、
日
本
赤
十
字
社
よ
り

小
荒
戸
の
笠
原
等
さ
ん
、
松
代
の
齊

木
勉
さ
ん
、
犬
伏
の
小
嶋
正
隆
さ
ん

寺
田
の
田
辺
栄
子
さ
ん
の
四
人
に
、

「
献
血
功
労
者
有
功
章
」
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
松
代
の
齊
木
勉
さ
ん
に
は
、
献
血

二
百
五
十
回
と
い
う
こ
と
で
銀
色
有

功
盾
が
、
そ
の
他
の
方
に
は
三
十
回

と
い
う
こ
と
で
銀
色
有
功
章
が
そ
れ

ぞ
れ
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
献
血
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
の
献
血
予
定
日
は

六
月
二
日
、
七
月
二
十
日
、
十
月
二

十
五
日
と
十
二
月
二
十
五
日
の
四
回

い
ず
れ
も
役
場
前
で
行
い
ま
す
。

難
轟
冨

灘
鍵

小嶋正隆さん田辺栄子1さん

すなく齢・所得

国
属
年
盒
の
窓

鱗3号被保険書
保険料を納める必
要はありませんが、

届け出をしなけれ
ばなりません。

保険料は、配偶者

の加入する年金制

度がまとめて負担

するしくみになっ

ていますので、配

偶者の給料から天

引きされることは

ありません。

7
o

A
●
＝

保険料の額

平成7年4月から月額11，700円

　　　　　第2号被保険者

保険料は、それぞれの年金制度から

国民年金制度に支払われていますの

で、個人で納める動要はありません。

付加保険料

　月額400円
※第1号被保険者で希望する人だけが定額

の保険料に月額400円の付加保険料を納め
ることにより、納めた月数×200円で計算し

た金額が老齢基礎年金に加算されます。

馨
　　　　㌔、鶴
　　　　　　むコヤ　　　　　　　　　　　び　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　り

　　　　　　　　い　　　　　　　乱　　　・、肇
　　　　　　　　　驚、、
　　9　　　　　　　　　　　　　／7

　　　　　　　　　＿　　　　　1ψ翼

免

●最低25年の受給資格期

　間には合算されます。

●年金額を計算するとき

　は、対象期間になりま

　すが、その期間分の年

　金額は、保険料を納め

　た場合の3分の1にな
　ります。

●免除期間の保険料分は

　10年までさかのぽって
　追納できます。ただし、

　免除された当時の保険

　料に一定の率を掛けた

　金額になります。

国
属
・
年
金
の
窓

5



堀ロ直子さん
　（孟地小学校）

叢

灘醸ど

井上
　（孟地小学校）

難

牧田幸樹さん
　（役場住民課）

今年の春、大学を卒業、この

松代にかえってきて役場の職員

として働いています。

何もかもが初めてで、右も左

も分かりませんが、職員のみな

さんがなんでも優しく教えてく

れるので、とても心強く思って

います。これからもいろいろお

世話になると思いますが、どう

ぞよろしくお願いします。

　
こ
の
春
も
、
各
職
場
で
た
く
さ
ん
の
フ
レ
ッ
シ
ュ

さ
ん
が
誕
生
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
転
勤
で
来
ら
れ
た
方
、
新
し
く
社
会
人
に
な
ら
れ

た
方
、
∪
タ
ー
ン
し
て
来
ら
れ
た
方
な
ど
様
々
で
す
。

　
新
し
い
職
場
で
張
り
切
っ
て
い
ら
れ
る
フ
レ
ッ
シ

ュ
さ
ん
を
、
皆
さ
ん
に
紹
介
致
し
ま
す
。

ー
÷
撫
譲
鍵
ー
．
』
校

，響

▽懸灘

小島慶久さん
　（孟地小事務）

ツ
シ
ユ

〃
詔

㌔　輪

樋ロ　茂さん
　（孟地小学校）
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亀

丸山勝治㌦
（松代交番所長）

　燕署から赴任して来ました。

出身は新井です。妻と子供一男

一女がおり吉田町に住んでいま

す。松代町は自然と伝統に育ま

れた『人情豊かな町』と感じて

います。松代町民の一人として

今後、みなさまがたのご協力を

いただき、事件事故のない明る

い町づくりに努力していきたい

と考えております。どうぞよろ

しくお願いします。

木島悦郎集
　（松代高校）

瓶
鞍

宮木律子さん
　（松代高校）

7

内藤眞理1子さん

（奴奈川小学校）

杉田和宏さん
　（松代小学校）

さ
ん子
）
　
校
文
蝉
　
づ
　
代
木
松
荒
ー

柳　　　隆さん

　（役場農林課）

　はじめまして、柳です。この

4月から農林課でお世話になっ

ています。これから町内のあち

らこちらに出没することになる

かと思いますので気軽に声をか

けてください。

若井朋美さん
　（室野保育園）

　私の自宅は、中蒲原郡にある

村松町というところです。私の

父が松代町の出身で、縁あって

今年の春から室野保育園に勤め

ることとなりました。

　この町にはまだ来たばかりな

のですが、私の関係する周りの

皆さんがとても優しく、親切な

方ばかりなので幸せを感じてい

ます。まだまだ未熟者の私です

が精一杯頑張りたいと思います。

田上順一㌻
　（松代小学校）

麟
．

講嚢　　繍

灘

山崎智子さん
　（松代小学校）



鱒

選

蟹ル

触
　鰯

灘

鈴木正和さん
　（役場住民課）

　4月から、松代町役場の住民

課で勤務させて頂いています。

　新潟、長岡での4年間の経験

と、これからの仕事、加えて自

分の趣味での体験を、現在、将

来の公私生活に生かしていけた

ら………と考えています。

　これから何かとお世話になる

かと思いますが、ご指導ご鞭燵

のほどよろしくお願いします。

　＼

　　、㌧

関谷昌美さん
　（芝峠温泉）

辮

小日向敏行さん

　（山平郵便局）

山岸　　宏さん

　（ほのぽの園）

柳久美子さん
　（ほのぽの園）

竹内敏弘さん
　（松代郵便局）

灘．

西巻泰法さん
　（松代郵便局）

聯

小島　美鈴さん

　（J　Aしぶみ）

丸田和成さん
　（松代郵便局）

福島由紀子さん

　（松代病院）

小林吉昭さん
　（J　Aしぶみ）

襲

長谷川昭宏㌦
　（室野駐在所）

　警察本部自動車警ら隊から転

勤して来ました。長岡出身の四

人家族です。野球とジョギング

が好きで、さっそく、室野の野

球チームに入れていただきまし

た。一軍選手登録めざしてがん

ばります。パトカーに乗ってい

た経験を生かして町から交通事

故をなくしたいと思っておりま

す。家族共々よろしくお願いし
ます。

8



、鴇ぴ

松沢要一荒
　（松代中学校）

荒井妙子さん
　（松代中学校）

慧垂

清水成彦㌦
　（蒲生駐在所）

き

9

　上越南署から赴任しました。

本当に松代の自然、そして人情

の豊かさはすばらしいと感じて
います。

　駐在所は、旅の途中に道を見

失ったり、災難に遭った人達に

手を差しのべる道端の『地頭菩

薩』だと聞きました。そんなふ

うになりたいと思っています。

　また、今は妻と二人なので、

この地で家族を増やしたいもの

だと思っています。

樋ロ恭子㌦
　（松代保育園）

　4月から松代保育園で働くこ

とになりました。埼玉の幼稚園

で3年間、十日町の保育園で1

年間働いていました。松代保育

園に来て、優しい先生方とか、

かわいくて元気な子供たちに囲

まれ、毎日楽しく過ごしていま

す。可能性を秘めた子供たちと

一緒に、私も明るく元気にやっ

ていきたいと思っています。松

代町では、自然を生かしたイベ

ントがいろいろあると聞き、今

から楽しみにしています。よろ

しくお願いいたします。

内藤浩悟さん
　（松代中学校）

加藤朝美㌦
　（松代中学校）

佐藤時子㌦
　（松代中学校）

・
蓼
叢

饗
罵
轟

樋ロ　重正さん
　（松代中学校）

市川　　聡㌦
（役場企画財政課）

　4月3日より企画財政課にて
税務関係の仕事をしております。

　昨年9月に松代町に帰って来

て、それ以来の仕事ですので戸

惑いながらも励んでいます。

　まだ、仕事になれていないた

めスムーズに行かないこともあ

りますが、はやく仕事になれる

よう努力しますので、よろしく

お願いします。

審

融

．
饗
、

村山　　哲さん
　（松代中学校）



第8回冬の陣

写真コンテスト
　
　
　
〃
・

　
　
　
　
　
●

　
　
　
る

品
ま
作
決

賞入

入賞者一覧

◎スノーワールドの部（敬称略）

★最優秀賞　関谷甲子夫（大字松代）

★優秀賞　齊木　勉　（大字松代）

相澤一行　（大字松代）

★佳　作小山武司（大字桐山）

樋口伊良　（大字松代）

◎のっとれ！松代城の部（敬称略）

★最優秀賞　美濃和　英（大字福島）

★優秀賞　笠原　等（大字小荒戸）

藤田寿夫　（中里村）

★佳　作小山武司（大字桐山）

相澤一行　（大字松代）

1繍
．
顎
鰭

　
　
　
融

最優秀賞　関谷甲子夫さん（松代）

　
松
代
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
の
主
催
に
よ

る
「
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
入
賞
作
品
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　
今
年
の
応
募
は
総
数
四
十
一
点
、

そ
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
が
二
点
選
ば

れ
ま
し
た
。
　
「
の
っ
と
れ
！
松
代
城

の
部
」
で
は
美
濃
和
英
さ
ん
（
福
島
）

「
ス
ノ
ー
ワ
ー
ル
ド
の
部
」
は
関
谷

甲
子
夫
さ
ん
（
松
代
）
が
そ
れ
ぞ
れ

選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
受
賞

者
に
つ
い
て
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
受
賞
作
品
は
『
ふ
る
さ
と

会
館
』
及
び
『
芝
峠
温
泉
』
の
廊
下

等
に
掲
示
し
ま
す
。
す
ば
ら
し
い
作

品
ば
か
り
で
す
。
　
一
度
ご
覧
に
な
っ

て
来
年
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

のっとれ！松代城の部

最優秀賞　美濃和　英さん（福島）

難
雛

スノーワールドの部

一
I
　
I
　
一
　
I
　
1
　
0
　
1
　
1
　
－
　
I
　
l
　
I
　
，
　
臨
　
I
　
I
　
塵
　
1
　
－
　
1
　
監
　
I
　
I
　
I
　
I
　
I
　
巳
　
－
　
匹
　
ー
　
ロ
　
ー
　
I
　
I
　
I
　
酢
　
ー
　
I
　
l
　
－
　
1
　
－
　
1
　
－
　
1
　
薗
　
9
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
0
　
肝
　
』
　
9
　
1
　
1
　
』
　
1
　
』
　
1
　
－
　
I
　
I
　
I
　
I
　
監
　
口
　
I
　
1
　
0
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
0
　
0
　
1
　
5
　
1
　
0
　
1
　
1
　
0
　
畦
　
l
　
I
　
』
　
I
　
I
　
I
　
I
　
I

騨騨一

　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　曜　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　－　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　一　　　　　　　　響　　　　　　　　－　　　　　　　　響　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　甲　　　　　　一　　　　　　響　　　　　一　　　　　一　　　　　層　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　－　　　一　　一　　一　　響　　曹　甲　一　一
曹－一

　
三
月
二
十
八
日
～
二
十
九
日
に
、

世
田
谷
区
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
i
三

十
六
名
が
来
町
し
、
松
代
町
の
中
・

高
校
生
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
今
回
は
松
代
中
学
校
の
松
和
寮
に

一
緒
に
泊
ま
り
、
雪
上
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ヤ
ー
や
ス
キ
ー
交
流
、
ま
た
、

雪
上
車
や
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
体
験
な

ど
『
雪
国
松
代
』
を
た
っ
ぷ
り
と
味

わ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
秋
に
は
、
松
代
町
の
中
・
高
校
生

が
世
田
谷
へ
行
き
、
逆
に
『
大
都
会

世
田
谷
』
を
体
験
す
る
予
定
で
す
。
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松代郵便局

日
郵
便
局
長
に

教
育
委
員
長

　
第
62
回
目
の
「
逓
信
記
念
日
」

あ
た
る
四
月
二
十
日

（
関
谷
八
郎
局
長
）

「
一
日
郵
便
局
長
」

わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
診
』

　
　
　
　
　
関

　
　
　
　
　
に

、
松
代
郵
便
局

で
は
恒
例
の
、

の
伝
達
式
が
行

四
月
十
七
日
、
新
局
舎
の

開
局
を
祝
い
、
駐
車
場
で

も
ち
つ
き
も
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
日
局
長
は
、

年
か
ら
町
の
教
育
委
員
長
と
し
て
活

躍
中
の
関
谷
力
さ
ん
。

ら
辞
令
と
タ
ス
キ
が
渡
さ
れ
た
後
、

早
速
職
員
を
前
に
訓
示
を
行
い
ま
し

た
。
　
「
新
し
い
局
舎
に
な
っ
て
初
め

て
の
一
日
局
長
と
い
う
こ
と
で
緊
張

し
て
い
る
が
、
今
ま
で
ど
お
り
町
民

に
親
し
ま
れ
る
郵
便
局
を
目
指
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
道
路
改
良
も
進
み

交
通
量
も
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
に
だ
け
は
、
十
分
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
、
最
後
に

消
印
作
業
を
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
日
の
記
念
に
と
『
定
額

谷今
年
の
一

力
さ
ん

　
昭
和
六
十

関
谷
局
長
か

曹
，
　
聾
　
1
　
－
　
ー
　
口
　
I
　
l
　
，
　
1
　
0
　
1
　
－
　
I
　
I
　
I
　
I
　
ー
　
』
　
9
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　

1
　
1
　
－
　
I
　
I
　
I
　
1
　
9
　
1
　
　
1
　
1
　
1

顧

　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　嚇　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　曹　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　9　　　　　　一　　　　　　一　　　　　曹　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　－　　　一　　一　　一　　一　　甲　一　一　一
一一一

早
稲
田
大
学

　
奥
島
総
長

　
　
　
蒲
生
を
訪
問
！

　
四
月
六
日
、
松
代
町
と
交
流
を
深

め
る
早
稲
田
大
学
の
奥
島
総
長
以
下

昨
年
秋
に
改
選
さ
れ
た
十
七
名
の
理

事
や
職
員
が
、
蒲
生
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
を
訪
れ
て
買
収
の
済
ん
だ
蒲
生

小
学
校
な
ど
の
施
設
を
視
察
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
下
の
写
真
は
背
丈
を

越
え
る
残
雪
記
念
で
す
。

▼局内は広く明るくなりまし疫。

　　　　　糊

灘
雛

彌

、
魯
　
瓦

灘

灘
除

貯
金
』
を
預
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
十
七
日
に
町
道
松
代
駅
前
線
沿
い

に
移
転
、
開
局
し
た
松
代
郵
便
局
。

駐
車
場
も
広
く
、
局
内
も
大
変
明
る

く
広
々
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
日
は
町
議
会
議
員
選
挙
の
真
っ

最
中
。
郵
便
局
の
中
は
選
挙
関
係
の

郵
便
物
で
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
「
小
正

月
く
ら
い
の
忙
し
さ
」
と
い
う
こ
と

で
局
内
は
緊
張
し
た
空
気
で
し
た
。

熱
灘

山火事予防を

お願いします

《高田営林署》

　
乾
燥
期
の
山
は
、
油
を
引
い
た
紙

と
同
様
に
、
非
常
に
燃
え
や
す
い
状

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
山
に
入
る
時
は
、
た
ば
こ
の
投
げ

捨
て
等
は
絶
対
に
し
な
い
で
下
さ
い
。

【
不
用
意
に

　
　
　
使
う
火
が
よ
ぶ

　
　
　
　
　
山
の
火
事
】

林野庁・消防庁・盆森遙

．
驚

　
東
北
電
力
㈱
新
潟
支
店
が
昨
年
か

ら
工
事
を
進
め
て
い
る
『
虫
川
松
代

線
』
で
当
町
大
字
名
平
字
樋
ケ
沢
に

土
地
を
所
有
す
る
埼
玉
県
八
潮
市
の

米
持
浩
さ
ん
か
ら
「
線
下
補
償
料
」

一
万
六
千
七
百
二
円
を
町
に
寄
付
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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O鉤

就東
　　　　　　㊧　　　㊨

も鍬

留
観

謹
．
ψ
か

　
三
月
号
で
ご
案
内
い
た
し
ま
し
た

同
好
会
入
会
の
お
誘
い
に
つ
い
て
、

続
々
入
会
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
す
で
に
活
動
を
始
め
た
ク
ラ
ブ
も

あ
り
ま
す
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
写
真
は
、
釣
り
ク
ラ
ブ
の
第
一
回

『
ア
ジ
釣
り
大
会
』
和
気
あ
い
あ
い

の
面
々
で
す
．

　
去
る
四
月
九
日
（
日
）
千
葉
県
浜

金
谷
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
優
勝
は
、
宮
沢
長
三
さ
ん

　
（
写
真
前
列
右
端
、
下
山
出
身
）

　
次
回
は
、
九
月
　
ハ
ゼ
釣
り

　
　
　
　
十
月
　
サ
ヨ
リ

　
柏
崎
一
泊
　
乞
う
、
ご
期
待
！

　
各
ク
ラ
ブ
に
入
会
ご
希
望
の
方
、

及
び
、
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は

そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ー
ダ
ー
に
、
ご
連
絡

願
い
ま
す
。

’撫

　ハ　　　　 ハ　　　　 ハ　　　　 ハ　　ぞ。戸磐、岸磐，ノ釣ぞリ観鰯、

41ル41キ41　31　1．藩
7ダ　2ダン8ダ　1ダ　獺
1好』賀歯呂i畜犠
3　　3　　3　　9　　・鍵
1持　1木　i谷　1川　撰
1　　3　　7　　3　　雛8新　2茂　3　　0昭　灘3　　　1　　　7　　　0
1吉　6雄　6孝　1二

…◆◆つ・◆◆◆一◆◆◆◆つ…◆◆…一…◆◆◆…一・◆◆つ◆つ…◆◆叩○皿◆◆◆◆つ’…◆◆◆◆◆一〇つ…◆◆つ…◆◆◆◆◆一◆つ…◆◆噌○

7月9日（日）新宿モノリス29

演題

『アルコールと肝臓病』

知ら

お酒が好きな万々へ

講師

医学博士　関谷祐之先生

あなたの

適量は？

　
東
京
松
代
会
で
は
、
松
代
町
の
大

正
医
院
の
院
長
先
生
の
ご
子
息
で
、

長
ら
く
日
赤
病
院
に
お
ら
れ
、
現
在

「
目
黒
内
科
消
化
器
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

を
開
業
さ
れ
て
い
る
関
谷
祐
之
先
生

を
迎
え
て
、
中
高
年
者
に
と
っ
て
大

き
な
関
心
事
で
あ
る
健
康
問
題
に
つ

い
て
ご
講
話
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ス
ラ
イ
ド
な
ど
も
使
っ

て
分
か
り
や
す
く
お
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ

い
た
だ
い
て
お
お
ぜ
い
ご
参
加
く
だ

さ
る
よ
う
お
待
ち
申
し
て
お
り
ま
す
。

演
題
　
　
『
ア
ル
コ
ー
ル
と
肝
臓
病
』

講
師
　
医
学
博
士
　
関
谷
祐
之
先
生

日
時
　
平
成
七
年
七
月
九
日
（
日
）

　
　
　
　
十
一
時
三
十
分
～
十
四
時

会
場
　
新
宿
モ
ノ
リ
ス
2
9

　
（
J
R
新
宿
駅
西
口
よ
り
五
分
）

会
費
　
一
人
、
五
千
円

　
　
　
（
昼
食
、
飲
み
物
代
含
む
）

※
近
日
中
に
案
内
状
（
返
信
は
が
き

　
同
封
）
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

　
到
着
後
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

東
京
松
代
会
　
会
長
　
関
谷
徳
次
郎

　
盈
0
3
1
3
4
0
8
1
0
3
4
1

　
　
　
実
行
委
員
長
　
武
田
晃
平

　
盈
0
4
8
－
6
8
4
1
5
8
7
1
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散
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古
い
時
計
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シ
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物
置
に
古
い
柱
時
計
が
か
か
っ
て

い
る
。
四
十
数
年
前
、
所
帯
を
も
っ

た
時
求
め
た
も
の
だ
。
ネ
ジ
巻
の
時

・
計
な
ど
今
時
は
や
ら
な
い
が
ど
こ
か

捨
て
難
く
、
物
置
に
し
ま
っ
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
。
た
ま
に
探
し
物
な

ど
し
な
が
ら
気
ま
ぐ
れ
に
ネ
ジ
を
巻

い
て
や
る
と
、
ボ
ー
ン
ボ
ー
ン
　
ゆ

っ
く
り
と
少
し
間
の
抜
け
た
音
で
鳴

る
。
こ
の
音
を
聞
く
と
私
に
は
何
と

い
う
か
、
愛
惜
の
思
い
が
湧
い
て
く

る
の
で
あ
る
。

　
敗
戦
後
間
も
な
く
、
東
京
が
ま
だ

一
面
焼
野
原
だ
っ
た
時
、
幸
い
に
も

焼
け
残
っ
た
兄
の
家
に
米
や
野
菜
を

届
け
に
行
っ
た
事
が
あ
っ
た
。
兄
の

住
ま
い
は
新
宿
の
富
久
町
に
あ
っ
た
。

ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
詰
め
の
リ
ュ
ッ
ク
を

背
負
い
、
両
手
に
も
荷
物
を
下
げ
て

新
宿
駅
か
ら
瓦
礫
の
道
を
三
十
分
も

歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
東
京
は
秋
だ
と
い
う
の
に
暑
い
。

十
分
も
行
か
な
い
う
ち
に
参
っ
て
し

ま
い
途
方
に
く
れ
て
い
る
時
、
い
き

な
り
足
も
と
で
時
計
が
鳴
り
出
し
た
。

焼
け
た
だ
れ
た
ト
タ
ン
板
を
、
屋
根

が
わ
り
に
の
せ
た
防
空
濠
の
中
か
ら

聞
こ
え
て
く
る
の
だ
。

　
幻
の
よ
う
な
、
瓦
礫
の
街
の
一
隅

で
、
思
い
が
け
ず
聞
く
時
計
の
音
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
そ
の
音
に
ひ
か
れ
、

濠
を
覗
く
と
中
年
の
女
の
人
が
ひ
と

り
、
驚
い
た
風
も
な
く
、
こ
ち
ら
を

見
上
げ
て
い
る
。
ふ
と
、
手
を
か
ざ

　
し
　
ぐ
さ

す
仕
種
は
優
し
げ
に
思
え
た
。
私
は

不
躾
を
詫
び
、
荷
物
を
少
し
預
か
っ

て
も
ら
え
な
い
か
と
頼
み
こ
ん
だ
。

　
今
で
は
住
ま
い
に
な
っ
て
い
る
防

空
濠
の
中
に
、
家
具
ら
し
い
物
は
見

当
ら
ず
、
き
っ
と
今
鳴
っ
た
時
計
が

只
一
つ
焼
け
残
っ
た
の
だ
ろ
う
。
食

べ
る
に
も
こ
と
欠
い
て
い
た
に
ち
が

い
な
い
。
女
の
人
は
快
く
承
知
し
て

く
れ
た
ば
か
り
か
涼
し
い
声
で
“
お

疲
れ
で
し
ょ
う
”
と
、
ね
ぎ
ら
っ
て

く
れ
た
。

　
な
ぜ
あ
の
時
、
せ
め
て
一
握
り
の

米
で
も
お
礼
に
と
言
っ
て
差
し
出
さ

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
私
は
、
そ
の
人
を
疑
い
さ
え
し
た
。

私
が
戻
っ
て
く
る
間
に
荷
物
を
開
け

は
し
な
い
だ
ろ
う
か
と
。

　
あ
の
日
か
ら
半
世
紀
ち
か
い
歳
月

が
流
れ
去
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
私
は

き
っ
と
、
こ
の
古
い
時
計
を
捨
て
な

い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
時
折
、
た
わ
む

れ
に
ネ
ジ
を
巻
き
、
酢
っ
ぱ
く
苦
い

思
い
出
を
噛
み
し
め
る
だ
ろ
う
。
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分
布
、
本
州
一
帯
。

　
生
育
地
、
山
地
の
斜
面

　
花
期
は
四
月
～
五
月
上
旬
、
花
は

葉
が
出
る
ま
え
に
咲
く
ピ
ン
ク
の
花

で
、
ま
だ
早
春
の
灰
色
の
山
を
い
ろ

ど
り
ま
す
。

〈
雄
し
べ
は
5
本

〉
新
　
　
芽

　
葉
の
形
は
菱
形
状
の
広
い
卵
形
で
、

若
葉
は
ね
ば
ね
ば
す
る
。

　
落
葉
低
木
で
、
花
は
枝
先
に
2
～

3
個
ず
つ
つ
き
、
横
向
き
に
開
く
、

葉
が
三
ツ
葉
で
あ
る
の
で
、
三
葉
ツ

ツ
ジ
と
言
わ
れ
る
。

654321
囲
　
　
　
　
出
題
　
九
段
　
北
村
昌
男

　
●
ヒ
ン
ト
…
持
駒
の
桂
の
使
い
方
が

　
　
ポ
イ
ン
ト
。

　
　
1
0
分
で
3
級
、
4
分
で
二
段
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
駒
桂

一
二
一
一
一
四
五
六
七
八
九

等 と 蛋

艇 票

馬

香 馬

　　　　　　　　。毛事りマ董牙み

圭脅（0孕留二1ε’誰事肇ア1ユ儲老’銘

↓ヂq壕〉4阜珪マ罫三zコ冬マ（∂正
図’マーε。ゑ」醗…享き“（∂9ヂり））

号季：雌皆西堺z鰯像准（∂；「羅〈雛鶴〉

　　　　　　　　　　。個袈圭乙ユ
峯笛㌧一一’正一一z　’罫三z　曳雛回’阜

留＝ε曳正回’マーε〈鶴玉琳駄罪〉
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塾
欄
，

　　　ち　　え
若井千恵さん

　4　歳
蓬平　大　工

　　ゆう　き
高橋勇貴くん

　5　歳
儀明　はやし

臨、

柳　さをりさん

　　5　歳
苧島　なかご

　　まさ　みつ
関谷正光くん

　4　歳
松代　かんすけ

　町税（住民税、固定資産税、

国保税等）については、各税の

第1期において納付額の通知を

行うこととなっています。右の

様式の納税通知書には、税率・

年税額・各期の納付額及び納期

限等課税の内容について説明が

ありますので、ご一読のうえ大

切に保管してください。

　また、口座振替をご利用され

ている方は、通知書により各期

の月の27日（休日の場合は翌日）

にご指定の口座より振替となり

ます。口座番号は納税通知書に

記載がありますのでご確認くだ

さるようお願いいたします。

　お問い合わせは、

　　役場企画財政課税務係まで

平成7年度　固定資魔税納税通知書

〒942－15

　大字松代

松代　太郎

番地

方
殿

殿

．第、 1　瑚
平成7年5月16日から，

平成7年5月31日まで

納　　　　期

平成7年7月17日ヵも

平成7年7月31日まで

．．箏．．β．翅．

平成7年12月18日から

平成7年12月27日まで

．冒第．、．4．．期

平成8年2月16日力ら

平成8年2月29日まで

〔ご注意〕

○各納期のつど傾収

証書と納付書は切

りはなさないで納

付場所へお持ちく

ださい。

○この通知書および

領収証書は5年間

　してくださいの

跨澱編］

行政区コード

1001・

世帯コード 納組コード

　　61

通知書番号

00110
固定資産税

円愚・　．、

　　　勲難解　　懸

課
税
標
準
額

土　地
855617藍

家　屋
　　　　円

1874480
償却資産

円

　　　　璽

酌
　
、レ
　
　
　 、殺艶、

合　計
　　　　円

2750000
灘栖
欝1　ゼ

税
　
　
　
額

固定資産税　　　円

　　38200
新築家屋等軽減　　円 前納鞭奨金　　　円

　　　1600
年　税　額 第1期納付額 2　～　　4期の

各期納付　額

　　円
3820 11200

円 　　円

900
口
座
振
讐

コ　ー ロ　　　番　号　　　一括 期別

0140516　1 12345671 ★★

上記の税額を各納期に納付してください・

口座振替を希望された方は上記の口座から振り替えられ

ますので納付の必要がありません。

鳩蕪晶誤町長・羅蔭
　　　　関　谷　達　治　藻融東

■出願所定用紙　直接交付場所

〒950－70　新潟市新光町4－1

新潟県教育庁義務教育課管理係

　または高等学校教育課管理係

※郵送での請求は、返信用封筒

（角2号に190円切手を貼り、郵

便番号・あて先明記）を同封し、

封筒表に「教員採用志願書類請

求」と朱書きして上記あてに請

求してください。

※次の場所でも直接交付します

が、郵送には応じられません。

・上越教育事務所　・中越教育

事務所　・下越教育事務所

・同佐渡出張所　・新潟県東京

事務所　・同大阪事務所

■出願についての照会は

☆小・中学校、養護教員出願者

新潟県教育庁義務教育課管理係

Tbl　O25－285－5511（内3855・3856）→

特定フロン・トリク回ロエタンの

　　　対策をお手伝いします

ご存じですか？
　　「人権擁護委員制度」

　　　オゾン層破壊物質である特定

　　フロン・トリクロロエタンは、

　　本年末をもって、全廃となりま

　　す。

　　　中小企業においては、早急に

　　代替洗浄に取り組む必要があり

　　ます。

　　　中小企業事業団では、トリク

　　ロロエタンに代わる洗浄剤への

　　転換、洗浄方法を検討している

　　中小企業の方々に対する相談・

　　指導及び評価分析等を、無料で

　　行っています。

　　《お問い合わせは》

　　中小企業事業団　情報・技術部

　　工blO3－5470－1520（ダイヤルイン）

1一一一一一一一一一一一一一一一曹騨一一一一一一一一一一一一－冒一一－一一一一一一一冒，一一一一甲一響

→☆高等学校教員出願者

　県教育庁高等学校教育課管理係

　工bl　O25－285－5511（内3879・3880）

　6月1日は、人権擁護委員法

が施行された日です。松代町に

は、町長から推薦されて、法務

大臣が委嘱した次の人権擁護委

員がおります。

　松代　本山祖道　智7－2033

　室野　石黒良泉　智8－2003

なお、新潟地方法務局上越支局

では『特設人権相談所』を開設

します。相談は無料、秘密厳守

お気軽にご相談ください。

【日　時】6月12日（月）

　　　　午前10時～午後3時
【会　場】上越市

イトーヨーカドー直江津店2階

【相談員】

　人権擁護委員・法務局職員

　また、松代町では、毎週金曜

日松代の長命寺で『心配ごと相

談所』を開いています。人権擁

護をはじめ、行政相談や生活相

談など、広い分野を扱っていま

す。お困りのことがありました

らぜひ一度、お立ち寄りいただ

きご相談ください。

　6月3日（土）と4日（日）
の両日にわたり、総合体育館に

おいて新潟県高校総合体育大会

体繰競技大会が開催されます。

　新潟県各地から、強豪選手が

多数訪れ、華麗な技で競技する

ことと思います。

　松代高校体繰チームも昨年は

2年生を主体として参加、男女

とも総合3位の成績でした。今

年は、優勝して『国体出場』の

声が聞こえます。みなさんがた

のご声援をお願いいたします。
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P　L法に必要な

　　情報提供と
　　　アドバイスを

　　　　　行います。

　　製造物責任法（P　L法）は、

　昨年6月末に成立し、今年7月
　から施行されます。

　　P　L法は、製品関連事故につ

　いての損害賠償責任原則を「過

　失」から「欠陥」に転換し、被

　害者の円滑かつ適正な救済を図

　るもので、我が国では全く新し

　い概念です。

　　中小企業においても、本格的

　な対策が必要となっています。

　　中小企業事業団では、中小企

　業のP　L対策に必要な情報提供

　とアドバイスを行っています。

　　《お問い合わせは》

・　中小企業事業団　情報・技術部

　TdO3－5470－1517（ダイヤルイン）

阪神・淡路大震災の

　　義援金受付状況

　　　　　　4月18日集計

東頸城郡

安塚町
浦川原村

松代町
松之山町

大島村
牧　　村

　計

　661，672

2，294，754

1，829，299

1，146，238

　997，252

1，852，247

　200，397

8，981，859

　H7／1／17から3ヵ月間の受付結果

　ご協力大変ありがとうござい

ました。以上のとおりご報告い

たします。なお、寄せられまし

た義援金は日赤県支部を通じて

被災地へ送られることになって

います。

15

車検時に必要です。
　　　　　　　　軽自動車税の納税証明書

　5月中に軽自動車税を納めて

いただいた時に、領収書ととも

に「軽自動車税納税証明書」を

発行します。　（下記参照）

　この証明書は、車検を受ける

時に必要となりますので、大切

に保管しておいてください。

禽 0
、
嬉
）

㌶
一
V

●　郵

　の《☆
8
念

；の部分が

必要です。

平成7年度　軽自動車税納税通知書

　　〒942－15
松代町

　　　大字松代

　　　X××X番地X

001

松代まつよ
嚇
殿

住民コード　　　　　行政区（住所）コー区

＊＊＊＊＊1＊＊＊＊＊＊i
世帯コード

＊＊＊＊＊＊

納組コード

　　　金融機関コード
ロ座振替

種顛　ロ座番号

納　　期　　平成7年 5月16日から平成7年 5月31日まで

標　識　番　号 車　　　種 税　　率

長岡40＊　＊＊＊＊． 4
．．匁．．、

税　　　　　額 　　　円
4，000

上記の軽自動車税を納期限までに納めてください。

口座掻替を希望された方は指定の口座より振替え

られますので納付の必要はありません。

　　　　　　　100
　　　　マギ　ぢ　　りうヨ

・蹴達治翻
（裏面をよくお読みください。）

　平成7年度
軽自動車税領収証書

大字松代

XXXX番地×

松代まっよ
方
殿

軽自動車税納税証明書
　（継続検査用）

納税義務者住所・氏名

大字松代

　x××x番地×

松代まつよ

住民コード

1＊＊＊＊＊

行政区（住所）コード

＊＊＊＊＊＊
世帯コード

1＊＊＊＊＊＊
納組コード

口 座 振　　替
金融機関コード 櫨 口　座　番　号

納期限 平成 7年5月31日

下記のとおり領収しました

納付額 4，000

督促手数料
円

延滞金
円

領収額
円

通信欄

　　001

指定金融機関等

領収日付印

証明書番号

車両番号

この証明書の

有効期限

備　　　考

＊＊＊＊＊＊＊

1長岡40＊　＊＊＊＊

平成　　8年　5月30日

」渇県松代訂 7・鵯

　上記の軽自動車について軽自動車税

の滞納のないことを証明します。

・麟達治騒

i欝翻□

《主　催》

　松代町バスケットボール協会

《期　日》7月下旬の1週間

《場　所》ふるさと会館駐車場

《試合方法》小学生及び中学生

以上リーグ、各リーグ総当り戦

《募　集》1チーム4人以内で

申し込んでください。大会日程、

ルール等はチーム代表者に後日

配布いたします。但し、スポー

ツ保険に入っていない方は必ず

保険に加入してください。

《参加料》1チーム2，000円

《締め切り》6月30日（金）

《申し込み・問い合わせ先》

『常春』　　小野島友美　7－3913

㈲ハマダヤ　品田　靖　7－2046

騨

肝
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②④⑧⑤◎⑦
　歯の表面は、エナメル質とい

う、人間の中で一番硬い組織で

覆われています。このエナメル

質は、鉄くらいでは「歯が立た

ない」ほどに硬いものであり、

食べ物をかみ砕いた時に欠けた

りせずに、長年使うことができ

るのもこのためです。

　この硬いエナメル質を、内部

の柔軟な象牙質が支える構造と

なっています。これは日本刀と

ほとんど同じ構造であケ）、強く

て丈夫な歯はこうしてできてい

ます。

　自然の作り上げた芸術品は、

人工のものではなかなか代用の

できないものです。こんな歯を

大切にしてあげてください。

　　　　　新潟県歯科医師会



春
に

つ

た

　：

　●

池田直美さん
　　（田野倉　フケ）

　
松
代
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

U
タ
ー
ン
し
て
き
て
か
ら
、
一
年
が

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
私
の
回
り
に
は
た
く
さ
ん
の
友
達

が
い
ま
す
。
休
み
の
日
に
は
友
達
と

遊
び
に
い
っ
た
り
も
し
ま
す
。
い
つ

も
迷
惑
ば
か
り
か
け
て
い
る
の
で
、

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
今
、
若
井
事
務
所
で
元
気

に
働
い
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
来
て
か

ら
も
う
じ
き
三
か
月
が
経
と
う
と
し

て
い
ま
す
。
む
つ
か
し
い
仕
事
ば
か

り
で
す
が
、
毎
日
一
生
懸
命
に
や
っ

て
い
ま
す
。
で
も
、
皆
さ
ん
、
よ
い

人
達
ば
か
り
で
親
切
に
し
て
い
た
だ

き
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
は
三
月
で
す
が
、
四
月
に
な
る

と
も
っ
と
春
ら
し
く
な
り
ま
す
ね
。

春
に
な
れ
ば
暖
か
く
な
り
、
み
ん
な

山
菜
採
り
に
出
ま
す
よ
ね
。
私
も
山

菜
採
り
は
好
き
な
の
で
す
が
、
今
ま

で
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
年
は
頑
張
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
最
近
は
急
に
寒
く
な
っ

た
り
で
な
に
か
変
で
す
ね
。
大
切
な

お
天
気
、
春
が
後
戻
り
す
る
と
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
．

　
友
達
も
、
連
休
に
は
お
お
ぜ
い
で

帰
っ
て
く
る
の
で
、
み
ん
な
が
ど
ん

な
状
況
な
の
か
、
話
を
す
る
の
が
今

か
ら
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
こ
っ
ち

も
ま
だ
、
あ
ま
り
良
い
話
題
が
な
い

の
で
考
え
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
複
雑
な
心
境
も
そ
れ
こ
そ
良

く
な
い
の
で
、
頭
を
抱
え
て
悩
ん
で

し
ま
い
ま
す
。

池
田
さ
ん
か
ら
は
三
月
中
に
原
稿
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
掲
載
が
遅
れ
て

し
ま
い
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　男　　2，370人　　（一10人）

　女2，444人（一7人）
　計4，814人（一17人）
世帯数1，482世帯（一1世帯）

　出生5人　　死亡7人
　転入15人　　転出30人

　　　（7年4月末日現在）

一人ロの動き一

　　　　　　　　　　　圃　　　　　　　　團　　　　　　窃　　　團圏
（3月26日～4月25日受付）

　幸せ多い人生を（結婚）
　　だい　ち
柳　大地ちやん政美・秀美さん

　（男の子・松代・善宗塚住宅）
　　こう　や
佐藤紘也ちやん正明・歌織さん

　　　　（男の子・室野・隠居）
　　そう　た
石田壮太ちやん浩史・志津子さん

　　　（男の子・苧島・沖の原）
　　たく　や
高橋拓也ちやん悟・清美さん

　　　（男の子・田沢・下屋敷）
　　たかあき
柳　貴明ちやん孝・里代子さん

　（男の子・松代・善宗塚住宅）

　ご冥福を祈ります（死亡）

西潟タマさん　　　85歳

　　　　　　　　（福島・東屋）

牧田長吉さん　　　85歳

　　　　　　　　　（峠・柱口）

山岸コマさん　　　87歳

　　　　　　　　　（蒲生・外）

高橋トヨさん　　　91歳

　　　　　　　　（菅刈・新宅）

柳　啓治さん　　　　68歳

　　　　　　　（菅刈・中屋敷）

宮澤喜作さん　　　　82歳

　　　　　　　　（下山・坂屋）

＊花も実もある

みた目が美しいだけでなく内容

もしっかりしている事のたとえ

＊知らざるを知らずとせよ

知らないことについては、知っ

たかぶり’をすることなく「知ら

ない」とはっきり言うことが、

自分のためだし、そう言うこと

によってまた知識が増えるのだ

といっこと。

圃
園
圓
圃

▼
「
住
め
ば
都
の
心
地
よ
さ
」
負
け
惜

し
み
で
い
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
季
節
に
な
る
と
心
底
そ
う
思

い
ま
す
。
止
む
な
く
離
村
さ
れ
た
方
と

話
を
し
て
も
必
ず
話
題
に
上
る
の
が
、

雪
解
け
と
と
も
に
芽
吹
く
ブ
ナ
と
山
菜

採
り
の
楽
し
さ
で
す
。
春
ほ
ど
忙
し
い

時
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
あ
の
楽
し
さ

だ
け
は
決
し
て
忘
れ
な
い
、
も
う
一
度

あ
の
時
に
帰
り
た
い
…
…
。
哀
愁
と
と

も
に
杯
は
進
み
ま
す
。
▼
今
年
の
役
場

の
積
雪
0
日
は
四
月
二
十
一
日
。
山
肌

も
、
白
い
色
か
ら
春
の
色
へ
と
徐
々
に

変
わ
っ
て
い
ま
す
。
山
菜
採
り
も
確
か

に
楽
し
い
も
の
で
す
が
、
ま
だ
ナ
ダ
レ

や
転
落
等
の
危
険
も
あ
り
ま
す
。
加
え

て
、
昨
年
の
水
不
足
に
よ
る
ひ
び
割
れ

な
ど
で
地
滑
り
の
不
安
も
あ
り
ま
す
。

▼
春
の
楽
し
さ
も
、
危
険
と
隣
り
合
わ

せ
。
交
通
事
故
や
火
の
用
心
と
と
も
に

充
分
気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。
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